
２０２６年度活動計画及び収支予算 

 

日本の森林・林業は、材価の低迷や林業労働者の減少・高齢化など構造的な問

題を抱えて非常に苦しい状況にある。しかし、近年、これまでの木材生産中心で、し

かも針葉樹の住宅建材を中心とした林業の概念を打ち破るような様々な動きが出て

きている。広葉樹を見直す動きや、森林の環境価値を経済化する動きや、木材の新

しい用途開発など、日本林業の新しい可能性を拡げるニューフロンティアが注目さ

れている。また、森林を基盤とした「森業」と呼ばれる新しい産業の創出の動きもあ

り、林野庁は「森業振興室」を設置したところである。２０２６年度の研究テーマは、

「森林業のニューフロンティア」ということで、以下のことに取り組む。 

 

１． 定例研究会  3ヶ月に１回程度開催 

 

２． 共同取材   年間テーマに基づいて年 1～２回実施 

 

３． 会報の発行  林政ジャーナルを年２回程度発行 

         紙による発行を廃止し、webによる発行とする。 

 

４． 幹事会    ３か月に１回程度開催（原則として第２水曜日） 

 

５． ホームページによる情報発信 

 

６． 事務局事務を（株）森未来に委託する。 

 

７． 「持続可能な森林経営のための勉強部屋」の研究活動との連携を 

図る。 

 

８． 収支予算 



 

 

 


